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■調査の基本フレーム（国内）

国内

各調査を実施する上で、基礎となる情報整理（⇒現状仮説）

「目指すべき都市像」を
未来洞察視点で

考える

大阪府の観光に関する現状把握
（＆継続効果予測）

「目指すべき都市像」
（都市コンセプト）
の検証⇒課題抽出

調査①：デスクリサーチ
既存の調査、統計情報の整理・分析、独自DB・ツールによる分析、等

調査③：定性調査
有識者/インフルエンサー インタビュー

有識者や生活者側から見た府の観光の実態やコンセプト評価について把握する
調査②： 
未来洞察型
会議調査④：定量調査（インターネット調査）

統計的に有意なデータを確保し、分析・検証

①これまでの取組の効果を
確認・検証する調査

②これまでの取組の継続効
果を予測する調査

③「ありたい未来」に向けて
取り組むべき課題を
洗い出す調査

④私たちの「ありたい未来」を
考える調査

次期戦略の策定、政策提言
都市コンセプト、課題解決につながる施策の提案、KPI設定、等

‣大阪府観光の「現状」と「未来洞察」を軸に調査を実施。その結果をふまえ、次期戦略や政策提言の核となる「目指すべき都市像」
を検証。都市像の解像度や、エビデンスの確度を高めていき、有効な戦略策定につなげる。
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■調査の基本フレーム（海外）

海外

インバウンド旅行者の現状を把握（現状理解と仮説）

調査①：デスクリサーチ
既存の調査、統計情報の整理・分析、独自DB・ツールによる分析、等

①これまでの取組の効果を
確認・検証する調査

②これまでの取組の継続効果
を予測する調査

③「ありたい未来」に向けて取り
組むべき課題を洗い出す調査

④私たちの「ありたい未来」を
考える調査

次期戦略の策定、政策提言
都市コンセプト、課題解決につながる施策の提案、KPI設定、等

これからのインバウンド観光客が求める
観光体験の変化潮流の把握

インバウンド観光（特に高付加価値観光者）の
流通構造の把握

調査②：海外インタビュー／ヒアリングによる
「流通構造」把握

旅行産業、非旅行産業の事業者、有識者へのインタビュー

インバウンド観光の現状の受入環境、対応人材、
観光コンテンツに関する調査

調査③：デスク調査による
「受入環境とコンテンツ」実態把握

•高付加価値層に訴求できるコンテンツの洗い出し
•高付加価値層の受け入れ事業者の洗い出しと課題抽出

調査④：デスク／ヒアリング調査による
「インバウンド観光の変化潮流」把握

•海外の成功事例・観光PR事例の調査

‣海外に関しても大阪府観光の「現状」と「未来」の視点から調査を実施。
‣観光客の意思決定から予約ルートまでの流通構造や府内の顕在・潜在需要、これからの観光の変化潮流などを総合的に把握する
ことで、今後の高付加価値旅行者の積極取り込みに向けて理解を高める。
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